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研究 1 では ACL損傷の受傷場面を Direct 損傷（直接接触）、Indirect 損傷（間接接触）、Non-contact 損傷
（非接触）の 3つに分類してそれぞれのメカニズムにおける ACL損傷発生頻度と、In-Direct での ACL損傷受
傷時のキネマティクスの特徴をビデオ映像分析から検討している。対象は大学生ラグビー選手延べ 242 名とし、
チームトレーナーにより記録された Injury Sheet を用い、ラグビーの練習や試合中に発生した膝関節傷害を後ろ
向きに調査し、ACL損傷の受傷機転の特徴を検証した。その結果、ACL 損傷における受傷機転の内訳は、
Direct損傷が10％、Indirect 損傷が 50％、Non-contact 損傷が 40％であり、Indirect 損傷が大部分を占めること
が明らかとなった。更に、動画による Indirect 損傷の受傷機転を確認した結果、Indirect 損傷は上半身に外力が
加わったことにより大きく姿勢を乱し、その結果 ACL損傷の受傷肢位を取り受傷したものと推察され、下肢のキ
ネマティクスのみに着目すると、Non-contact 損傷に類似したメカニズムである可能性が示唆された。これまで、
ACL損傷は Contact 損傷と Non-contact の 2つの受傷メカニズムにしか分類されておらず、Contact 損傷は事
故的要素が強いということから予防が不可能であると考えられてきた。しかし Contact 損傷にも Direct 型と
Indirect型があり、Indirect型はNon-contact型と類似したメカニズムで損傷がもたらされる可能性が考えられるこ
とから、Indirect 損傷も傷害予防の検討を進める余地のある受傷機転であることが示された。（本研究は日本臨
床スポーツ医学会誌 23(3), 427-432, 2015 に掲載されている）






本研究で得られた情報をもとに動作解析などを行い、Indirect 型の外力が ACL に与える影響についての更なる
検証が必要であることが明らかとなった。
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